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太陽と緑の会かわら版も気がつけば 145号となりました。現在、年６回、1800部を印刷

し、300部ほどは全国に郵送しております。 

 創刊号は、1988 年７月に徳島福祉リサイクルかわら版として発行しました（年 12 回毎

月発行）。当初は「太陽と緑の会徳島福祉リサイクル」という舌をかみそうな長い名称を

使っていたので、このようなタイトルでしたが、それが「太陽と緑の会リサイクルかわら

版」になり、現在は「ＮＰＯ法人太陽と緑の会かわら版」と三度目の変化を遂げています。

だだ正確には、1986年５月に「太陽と緑 リサイクルかわら版」というタイプ及び手書き

の１枚ものを発行しています。これは 1986年 11月まで４号を数え終了していますが、２

号は太陽と緑の会創立者である近藤文雄の手書きでした。 

・コラム（杉浦 良） 

・お知らせ（感謝セール、タウン誌

にて活動紹介、見学受入・会議） 

・スタッフ雑感 

・協力者名簿／編集後記 

かわら版 
 

－「かわら版に想う」－  杉浦 良 
      杉浦 良 

___ 

ＮＰＯ法人 太陽と緑の会 

145 号/2011 年 
___ 

  Since 1984 
 

機関誌製本作業 

 

パソコンのワープロソフトで編集し、印

刷機で印刷します。丁合（印刷された用紙をペ

ージの順に取って揃えていく作業）、ホッチキス

綴じ、封筒の宛名シール貼り、封入、封緘

と、発送に至るまでの一連の作業は、当会

の様々なハンディを持ったメンバーが手作

業で行っています。 
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 1984 年から「人も物も活かされる街づ

くり」をコンセプトに活動を展開してき

ました。気がつけば 27年が過ぎようとし

ています。元豚小屋を活動拠点に手直し

することからはじめた活動は、当初、無

謀と思われたでしょう。「無から有を！」

などと書けば格好良く聞こえますが、電

気は引かれていますが、水もトイレもな

い元豚舎を作業所にするわけですから、

大変です。また運営費の捻出は、一般市

民の協力とボランティアの方々のサポー

トをお願いするわけですが、自力でやら

なくてはなりません。当初はガソリン、

電気、ガス、土地代などの支払いで精一

杯、スタッフの給料どころか、メンバー

の賃金にまわすお金もありません。しか

しそんな中にドラマやエピソードが生ま

れました。「関係の拡がりイメージ論」な

どと、少々肩ひじ張って書いたものを改

めて読み直すと、想いだけ一杯で他はナ

イナイ尽くしの状況が蘇ります。 

 「もうそろそろ 20年の、節目の記念誌

でも出したらどうなん？」と有難い助言

も頂いておりましたが、2005年２月 27日

早朝の火災、2006 年４月新館復活、2007

年２月、全国ＣＯ２削減コンテスト徳島代

表として参加、そして新館完成後の作業

再構築や戦略的運営費捻出計画の遂行、

2011年３月 16日、おおたか静流チャリテ

ィーコンサート in般若院（太陽と緑の会

支援）を東日本大震災支援に変更、2011

年４月 13日、新館復活の立役者だった木

内昭さんの逝去など、目まぐるしい変動

の嵐にさらされて、時期を失っておりま

した。2011年４月 15、16、17日には、新

館復活５周年記念感謝セールを行い、火

災からの復活、活動の正常化にようやく

一区切りがつきました。 

 太陽と緑の会リサイクル 20周年誌は実

現できませんでしたが、創刊号から 145

号までのコラム全てとメンバーのイラス

ト、関係の拡がりイメージ論などや、新

聞報道などを差し込んで、記念誌発行を

計画中です。 

 今年 2011年は、太陽と緑の会の創立 40

周年、「人も物も活かされる街づくり」を

テーマに、リユース・リサイクル活動を

様々なハンディーを持ったメンバーとお

こなって 27 年です。まずは 27 周年の中

身をしっかり振り返るために、ショボシ

ョボする目に目薬を差しながら、原稿の

入力（創刊号から 35号までのワープロデ

ータは火災により消失、同じく自宅にバ

ックアップされていなかった機関誌ワー

ドデータも消失）を、扇風機の風で頭を

冷やしつつ、行っています。 

  

 太陽と緑の会を支えて下さる皆様へ 

 熱中症に気をつけながら、省電力に取

り組みつつ、今年の夏を元気で乗り切っ

ていただくことを、心より願っておりま

す。暑中お見舞い申し上げます。 

イラスト 

阿部さん 
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感謝セール 

７月８日～10日の３日間、日頃、当会

を利用して下さる皆様に感謝の気持ち

をこめて、夏のエコスタイル感謝セール

を行いました。  

通常価格よりも安く購入できるとあ

って、大勢の市民の皆様がご利用下さい

ました。当会作業所の様々なハンディを

持ったメンバーが、お盆に冷たい麦茶を

載せて店内を回り、来て下さった皆様に

お配りさせて頂きました。 

 

 

タウン誌にて活動紹介 
６月 27 日 メディコム古高さん タ

ウン誌「徳島人」の取材のため来所 

７月 15 日 タウン誌「徳島人」創刊

号にて、太陽と緑の会の活動を紹介して

頂きました。 

文・イラスト 

藤田さん 

見学受入・会議 

７月１日 第一病院からメンバー・職員

計 15名の皆様が来所・見学 

 

７月２日 シニア労働者地域交流指導

者育成事業 視察講座受入 19 名の皆

様が来所・見学 

 

７月７日 徳島県精神障害者家族会連

合会総会 杉浦出席 太陽と緑の会よ

り同会に 5000 円をカンパさせて頂きま

した 

 

７月 15日～16日 第 15回全国精神障害

者地域生活支援協議会(あみ)全国大会

IN徳島が、徳島市内(パークウェストン)

で開催。精神障害者支援関係者、家族、

当事者、ボランティアなど約 400名の方

が参加。 

当会からは、代表の杉浦がシンポジウ

ムのシンポジスト及び分科会の助言者

として参加した他、太陽と緑の会リサイ

クル作業所メンバーの米田さんが分科

会の発言者として参加。 

 

７月 17 日 あみ全国大会参加者のうち

25名の皆様が、オプショナルツアーの一

環として、太陽と緑の会リサイクル作業

所に見学のため来所。パワーポイントを

使って太陽と緑の会のミッションと活

動の概要についてお話した後、作業の現

場を見て頂きました。 

 

 

 

 

 

 

お 知 ら せ 

イラスト 阿部さん 
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■スタッフ会議 

太陽と緑の会に勤めて二年になりまし

た。ありがたいことに、相変わらずの忙

しさで、メンバー/スタッフ共々、あくせ

くと働いています。ただ、日々日常の忙

しさにかまけていますと、会の考えであ

ったり、務めであったりが、わからなく

なってしまいます。そこで、スタッフは

週に一度の勉強会で学や技を身につけて

います。この度、ひさびさに機関紙に物

を書かせていただけるので、勉強会でと

り上げられた北海道浦河町にあるべてる

の家－をつうじて考えた太陽と緑の会－

について紹介させていただきたいと思い

ます。そのことで、太陽と緑の会の活動

を知っていただき、みなさま（社会）の

力をお借りできればと思います。 

「べてるの家」で検索すると出てくる

ＨＰには精神障がい等をかかえた人たち

の有限会社・社会福祉法人とあります、

興味のある方は、浦河べてるの家「べて

るの家の「非」援助論－そのままでいい

と思える 25 章」医学書院、2002 年－で

きれば立岩真也さんの書評（[立岩真

也][べてるの家]で検索）をまとめて続け

て－読んでみてください。 

べてるの家を知って思ったことは、太

陽と緑の会といろいろと似かよってい

る、そっくり置き換えることはできない

けれど繋がっているということです。そ

の繋がり具合を考えることがこの勉強会

のねらいのようでした。 

べてるの家は地元特産の昆布を売って

います。その目的は商売へ挑戦すること

で、（生きる）苦労を取り戻すためだそう

です。そのための装置として苦労から生

まれたものが、昇る人生から降りる人生

へという、べてるの家の理念だそうです。

先に述べた、立岩さんはべてるの家につ

いて、自分一人の内側で閉じさせようと

するこの社会の仕掛けが効かないように

し、問題を周囲に波及させ拡散させて、

少し自分が楽になる、そういう装置を

様々なかたちでもっている、と言ってい

ます。どういうことでしょうか。 

このことを太陽と緑の会に置き換えて

考えてみたいと思います。 

太陽と緑の会も不用品・有価資源のリ

サイクル活動をつうじて商売をしていま

す。商売は難しいです。失敗ばかりです。

お客さんから叱られることもたくさんあ

ります。「すみません、私ではわかりませ

ん」という言葉を一日に何度も聞きます。

それでも、みんなでやれることを支えな

がらやっています。うまくいかないとこ

ろも含めて、そのまま肯定されること、

その方が楽だと思います。そして、商売

は苦労することも含めて楽しいと思いま

す。 

思想としての太陽と緑の会には「半分

開いて半分閉じる」という言葉がありま

す。この言葉を私なりに置き換えると「輪

郭を閉じない」ということです。ギリギ

リのところで輪郭を閉じない、そうする

ことで自由にひっくり返ることができま

す。週に一度このようなことを考えてい

ます。私には太陽と緑の会がこのように

みえます。（専任職員 西村洋平） 

 
■参考文献 
浦河べてるの家「べてるの家の「非」援助論－そ
のままでいいと思える 25章」医学書院、2002年 
立岩真也、「べてるの家の「非」援助論 1・2」betel
－net.jp/tateiwa.html 

 

 

 

 

 

 

スタッフ雑感 
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当会の活動をご支援下さった皆様 
§2011年６月 1日～2011年７月 31日§（紙面の都合上、敬称は略させて頂きます） 

ご寄付を下さった皆様 
前川、㈱近藤組、成瀬、松江、吉川、匿名、藤岡（郵便振替口座にご入金）堺 

 

品物を引き取りにお伺いさせて頂いた皆様 
○徳島市○大櫛、中川アニマルクリニック、水谷、籾井、中峰、漆原、鷲尾、近藤整形外科、山本、英光、
西、木室、森、川瀬、永戸、横田、玉野、中内、福田、片山、藤永、山口、藤沢、高橋、柴田、真島、堀
内、岸、中岡、多田、石井、吉田、坂東、河野、井上、森崎、倉橋、庄野、藤見、小山、佐伯、藤井、明
石、川野、堀井、粟谷、樫原、上田、鈴江、三好、富本、渡辺、仁志、領家、近藤、久保、三木、友成、
阿部、山田、久次米、堀江、中込、鎌倉、真島、山川、坂野、黒田、松岡、前川、野口、是安、朝見、尾
形、熊本、寺内、中山、本庄、坪内、石本、増田、田中、安芸、勝浦、宮井、園木、林、カンガルー歯科、
石川、中野、高山、野々瀬、岡田、山富、佐野、元木、村永、工藤、杉杉山、森下、浅井、グループホー
ム松の実、池添、やどり、露口、伊藤、美馬、新居、播磨、なのはな徳島、富本、天満、安藤、藤本、勝
本、老人ホーム カメリア、佐川、水上、岡島、西山、山崎、矢田、喜志、鷲尾、松英、梶川、田村、増
谷、勝田、小林、谷口、山田、富吉、高原、井山、木内、近藤組、大西、香西、田所、藤崎、溝抗、池本、
上野、南井上幼稚園、安達、大下、賀好、吉本、坂本、丸宮、加藤、松本、川人、岡野、乾、井端、割石、
インテリア大西、西岡、馬渕、宇山、竹丸、米沢、城南高校、斎藤、小倉、矢野、中田金庫店、可原、吉
成、木村、鞆谷、北島、西、天野、藤岡、坂口、大森、住友、遠藤、吉田、中田、大塚、畑、竹内、久樹、
横関、福山、玉置、中村、弘中、吉川、森城、武林、柏岡、梅本、米原、津川、山岡、網谷、渡辺、宮本、
杉ノ子保育園、入田幼稚園、青木、パソＱ、大久保、竹谷、原田、駒坂、植田、カンガルー歯科、広中、
武市、野村、岡本、金川、北谷、福井、桜井、浜口、宮井、鶴島、長谷部、赤坂、岡、篠原、バーバー、
杉岡、井内、市川、佐野、後藤田、佐々木、国府支援学校、吉兼、黒田、酒井、中村、上村○小松島市○
浜崎、有田、溝口、桐生、植田、新潟、栗本、内藤、浦田、広中○鳴門市○松島、福島、片山、岩本、西、
吉田、久龍、井上、乾、黒津、牧野、窪井、大森、辻○藍住町○島本、藤川、豊田、吉武、浜原、岡久、
木下、殿井、河野、きた、松下、日下、板東、高岡、国見、森田、秦、植村、杉岡、藤崎、四宮、島本、
大地、里見、森、小木曽○阿波市○松本、浅井、小西○松茂町○浜本○板野町○北原、森本、井上書房、
盛下○石井町○山本、中野、久米、後藤、中村、富山、吉岡、広沢、善福寺、宮越○吉野川市○石原、坂
東、渡辺、石田、坂東、渡辺工務店、河口、安部、猪井、大串、後藤田○北島町○川崎、結城、結城、山
田○佐那河内村○水原○阿南市○松江、岡久、前田、津田薬局、円乗○上板町○林 

平成 12 年 7 月 

月の宮作業所開始 

平成 17 年 2 月 

事務局・作業場兼店舗の建

物が火災により全焼 

平成 12 年 5 月 

ＮＰＯ法人化 

平成 18 年 4 月 

事務局建物が再建 

平成 16 年 10 月 

ウガンダ研修生受入 

平成 17 年 6 月 

環境大臣賞受賞 

 

 

 
 

品物を郵送して下
さる方もおられま
す。本当にありがと
うございます。 
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品物を持って来て下さった皆様（郵送含む）  
○徳島市○藤吉、近久、田中、白木、飯盛、木村、河野、板東、丸山、福盛、藤川、田中、西、村上、植
松、嵐、小山、安田、狩山、坂東、山、佐古、笹田、池添、瀬戸、㈱千誠、岩崎、畑、宮本、多田、青木、
武市、西野、樋本、前原、倉本、小松、前田、藤吉、藤村、藤田、大久保、美馬、大平、細川、大西、兼
下、松浦、杉田、青木、岡本、萩原、幸田、星野、中島、井上、藤本、生野、細井、河村、中山、弘瀬、
高見、安喜、井原、岩田、片桐、山橋、近藤、飯田、杉本、田尾、阿部、高橋、冨峯、芦田、姫野、川田、
森、吉田、小栗、織田、沼田、大下、絡谷、原前、藤本、野本、岡田、片岡、内海、後藤、大峰、団、松
本、石川、守安、広田、溝抗、片山、橋本、藤井、中川、溝渕、領家、岸本、久米川、内田、笹山、小泉、
宮地、桜井、稲川、佐藤、谷、坂東、桒原、榎本、田島、宮田、天羽、宮井、高田、馬場、松下、松田、
西田、下田、赤松、中平、長谷部、薮内、井関、長尾、河口、横田、和田、伊藤、森北、杉山、半田、清
水、宮脇、小川、津田、張、渡辺、宮西、村崎、大北、ブライト・メモリー、弘田、中原、宮崎、小林、
笹盛、森宮、平田、羽柴、細川、日下、四方、森本、アリアン・フランセーズ徳島 丸中、西山、三木、
谷口、勝間、川人、田村、蔭原、中野、ボンド・クリス、村橋、佐中、福家、山城、住友、原、宮城、中
村、モリタ、金本、西、來田、秋月、山松、中西、楠、佐野、鎌田、山崎、長倉、中脇、仁志、和渕、島、
矢野、竹原、川上、山、清田、川島、上田、縄田、小倉、内藤、湯本、福島、奥村、DAS ASISH KOMAR、
中峰、荒岡、加本、立花、米澤、楠本、森井、久保、大隈、佐藤、西川、赤川、河田、南、岡本、佐々木、
三宅、江崎、梶田、山本、古川、中西、大島、巽、村本、景行、長浜、犬伏、富永、秋月、桑村、林、大
笠、鈴江、水口、西岡、白草、馬渕、荒木、藤岡、加納、横山、栗尾、エボルデ・タンペぺ・エドワルド、
土居、斎藤、奥谷、小谷、山田、浜田、四宮、丸笹、東條、酒巻、麻植、坂口、大松、一心運輸、喜田、
福山、前羽、大寺、中河原、武田、漆原、秋山、向井、敷地、仁木、重井、楠見、米倉、堀井、阿部、岡
田、湯浅、杉浦、川添、久次米、谷村、以西、泉、緒方、米崎、両角、大野、広岡、脇谷、荒川、江口、
水間、山上、徳島県ボランティア協議会、吉野、竹内、中尾、服部、黒川、澤田、七條、牧野、楠原、小
笠原、友成、友竹、里見、増原、大貝、田村、長谷川、忠津、日野、島、酒井、森岡、岸、玉置、濱田、
米良、篠原、山岡、松並、立石、山下、原田、川崎、八木、日浦、乾、荒岡、梅谷、安部、赤岩、松村、
外山、米田、鍼灸マッサージ治療院サルーテ、笹井、島田、山花、浜口、村田、清井、木下、長岡、越智、
沖津、巻、松野、塩田、堀、木場、石井、厚美、秋田、安倍、梶本、宇野、大隅、山中、北川、田岡、滝
川、月岡、富田、平沢、藤田、栗岡、傳住、丸岡、丈六保育所、宮内○吉野川市○藤井、鈴木、片岡、川
村、谷、工藤、川野、後藤田、阿部、谷、篠原、寺尾、上岡、田村、石原、野口、吉田、大塚、住友○上
板町○安芸、成田、堂本、辰巳、赤澤○北島町○野村、岡崎、森吉、石井、中尾、岡本、萩原、佐藤、岩

  

持ち込みカード 

 

品物を当会ま

で持って来て下

さった皆様に、

ご記入をお願い

しています。 

ご希望の方に

は物品受領証も

発行しています

ので、お申し付

け下さい。 
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木、富永、内田、多田、川村、福田、西條○阿波市○宇山、森本、川井、笠井、片岡、中西、ジョンメン
デンホール、近藤、国見、割石、須見、吉岡○石井町○小田、元木、岡田、寒川、井上、宮本、浅井、木
金、山本、三河、久次米、出口、久米、堀井、門條、阿部、平田、鈴江、加藤、瀬部、田中、井内、村本、
松田、大草、藤本、辻、中村、吉岡、中西、寺澤、石本、美馬、宮本、堀江○鳴門市○林、浜田、品山、
山口、筒井、尾崎、梶、笠井、河原、川西、加賀、小笠山、石丸、NPO 法人ふくろうの森、ハットソーニ
コリーナ、若松○阿南市○細川、石川、藤坂、武市、杉本、阪野、長池、横田、谷廣、天羽、堺○藍住町
○金子、長谷川、武市、中尾、岡本、五味、河野、赤石、片岡、山本、森本、有島、筒井、日切、姫野、
井上、岩本、林、梶、谷口、久次米、一宮、山本、岡、岡田、坂口、野口、村上○小松島市○宮田、大西、
飛田、芝、湯浅、森井、岩本、木村、宮田、岩本、ヴォルティスサポーター有志、渡辺、中村、近藤、吉
本、篠原、月岡○板野町○松本、さつきの会、土内、山本、米田、中原、三枝、中平、大前、瀧下○勝浦
町○片山、森本、川端、福田○牟岐町○古藤○海陽町○神沢○美馬市○二宮、松浦、高木、大西、須藤○
松茂町○坂口、富永○神山町○糸井、中嶋○東京都○佐藤、小山、瀧倉○香川県○高濱○福岡県○永峰○
石川県○吉田○兵庫県○蔵本、岩田、服部○愛媛県○濱田○広島県○福澤○大阪府○吉川○その他○岩田 
 

いつも当会の活動にご支援ご協力頂き、ありがとうございます。 

品物を持って来て下さった皆様の中には、「何回も来て、書いているので」「名前は結

構ですから」と、持ち込みカードにお名前を書かずに帰られた方もおられ、実際は上記

の３倍以上の方のご協力を頂いております。 

頂いた品物は大切にリユース・リサイクルし、障がい者の支援、ボランティア育成、

他団体への支援などに役立てています。リユース・リサイクル可能なものがございまし

たら、ぜひお電話下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記～指導する側、される側～ 

 

先日、ある地域活動支援センターの活

動が新聞で紹介されました。 

 同センターの利用者（ハンディを持っ

たメンバー）と地元婦人会の会員が作っ

た手作りの「防災ずきん」の展示会の紹

介で、センターと婦人会が開いた講座で、

ずきん作りが上手な婦人会の会員が指導

し製作した、という内容でした。 

 同センターは 11 年前に障害者地域共

同作業所としてスタートし、地域に密着 

した活動を続けて来られました。作業の

ひとつとして手芸にも取り組み、メンバ

ーさんが防災ずきんを作ることができる

ようになって、今回の講座の企画に至っ

た、ということでした。 
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 メンバーさんが婦人会の皆さんにずき

ん作りを教えたのですが、新聞記事でそ

の点については言及されていませんでし

た。背景には「健常者は指導する側、障

がい者は指導される側」という「常識」

があったのかもしれません。 

 

様々なハンディを持っている人達に

も、その人なりにできることはあります。 

太陽と緑の会リサイクル作業所では、 

「簡単な電話の応対が少しできる人」 

「市民の皆様から無償提供して頂いた品

物を運ぶことができる人」 

「商品を磨くことができる人」 

「道具で値札をつけることができる人」 

「衣類のハンガーかけができる人」 

「商品を売場に並べることができる人」 

「売場やトイレの掃除ができる人」 

「落ちている服を拾うことができる人」 

「お客さんに挨拶ができる人」 

「レジができる人」 

「パソコンが使える人」など、 

様々なメンバーが、できることを引き受

け、できないことは助けてもらい、リユ

ース・リサイクル活動に関わっています。 

特定非営利活動法人 太陽と緑の会 
 

 
私たちは生態系のリサイクルを含めたリユ

ース・リサイクル活動を、様々なハンディを
持ったメンバー達の地域活動支援センター・
障害者地域共同作業所とリンクさせて、行っ
ています。地域の中で「人も物も活かされる
街造り」をテーマに、ハンディーのあるなし
にかかわらず「地域の中でその人がその人の
足で立っていけること」を目指し、様々な方々
（市民、ボランティア、行政）の支えを頂き
ながら年間 300 日、土､日、祭日を含めた、
日常活動を行っています。 

発行：特定非営利活動法人 太陽と緑の会 
〒779-3120  

徳島県徳島市国府町南岩延 107-１ 
ＴＥＬ・ＦＡＸ 

０８８－６４３－１０５４（事務局） 
０８８－６４２－１０５４    
（リサイクル、地域活動支援センター） 

URL http://www.t-midori.org/ 
Ｅ－ＭＡＩＬ t-midori@jeans.ocn.ne.jp 
代表理事  杉浦 良   編集 小山 隆太郎 
協力者名簿入力 岡田 郁子 
製本・発送 岡田郁子 宇津辰則 走川幸児 
年会費：正会員１万円  準会員 1,000 円 
郵便振替口座：０１６２０－８－４４７０３ 

 

中高生の体験実習や社会人の体験研修

においては、ハンディを持ったメンバー

が健常者の参加者に仕事を教える場面が

多々あります。 

「障がい者を指導する」つもりで来た

スタッフは、逆にベテランのメンバーか

ら「仕事が遅い」「段取りが悪い」「それ

でもスタッフか」と怒られて、面食らう

かもしれません。 

メンバーは、それだけ自分の仕事に誇

りを持っているのです。この仕事をやっ

て給料をもらっている、という自負が自

分を支えています。 

 

自分のできることをやって、他者から

認められる、それが自分を支える力にな

る。私たち一人一人にも当てはまること

かもしれません。（小山） 

 

 

８月 12日（金）～15日（月） 

夏期休業とさせて頂きます 
 
８月 16日（火）より活動を始めますので、

よろしくお願い致します。 

 


